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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成25年5月2日(2013.5.2)

【公表番号】特表2012-520783(P2012-520783A)
【公表日】平成24年9月10日(2012.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-036
【出願番号】特願2012-500890(P2012-500890)
【国際特許分類】
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   Ｃ０８Ｌ  79/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
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   Ｂ２９Ｌ  31/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ  43/02    　　　　
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   Ｃ０８Ｌ  79/08    　　　Ｚ
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   Ｂ６４Ｃ   1/00    　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月11日(2013.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　航空機における使用に適した物品を作製する方法であって、前記物品は、コポリマーベ
ースのポリイミド組成物を含み、前記組成物は、
　ａ）芳香族テトラカルボン酸二無水物成分と、
　ｂ）（ｉ）６０モル％超～約８５モル％のｐ－フェニレンジアミンおよび
　　（ｉｉ）１５モル％～４０モル％未満のｍ－フェニレンジアミン
をさらに含むジアミン成分と
を含み、ａ）およびｂ）は１：１の比で存在し、前記方法は、圧縮を用いて所定の形状の
部品を形成する工程を包含し、透湿性、および熱曝露により引き起こされる欠陥に対する
耐性を有する多孔性物品を実現するために圧縮において使用される圧力量は、約２０，０
００ｐｓｉ～約５０，０００ｐｓｉである、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法によって作製された物品。
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【請求項３】
　航空機で使用するために製造された製品であって、前記物品はコポリマーベースのポリ
イミド組成物を含み、前記組成物は、
　ａ）芳香族テトラカルボン酸二無水物成分と、
　ｂ）ｉ）６０モル％超～約８５モル％のｐ－フェニレンジアミンおよび
　　ｉｉ）１５モル％～４０モル％未満のｍ－フェニレンジアミン
をさらに含むジアミン成分と
を含み、ａ）およびｂ）は１：１の比で存在し、前記物品は多孔性であり、透湿性、およ
び熱曝露により引き起こされる欠陥に対する耐性を有する、製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　「実施例２：比較分析」において、「従来のポリイミド」と表示した縦列中の結果は、
６０重量％の従来のポリイミドおよび４０重量％のグラファイトからなる試料を用いて得
た。「従来の炭素黒鉛」の結果は、ポリイミドなしでグラファイトを用いて得た。「本発
明のコポリマーベースのポリイミド」の結果は、５０重量％の本明細書に開示されるポリ
イミド組成物および５０重量％のグラファイトからなる試料を用いて得た。
なお、本発明は、特許請求の範囲を含め、以下の発明を包含する。
１．航空機における使用に適した物品を作製する方法であって、前記物品は、コポリマー
ベースのポリイミド組成物を含み、前記組成物は、
　ａ）芳香族テトラカルボン酸二無水物成分と、
　ｂ）（ｉ）６０モル％超～約８５モル％のｐ－フェニレンジアミンおよび
　　（ｉｉ）１５モル％～４０モル％未満のｍ－フェニレンジアミン
をさらに含むジアミン成分と
を含み、ａ）およびｂ）は１：１の比で存在し、前記方法は、圧縮を用いて所定の形状の
部品を形成する工程を包含し、透湿性、および熱曝露により引き起こされる欠陥に対する
耐性を有する多孔性物品を実現するために圧縮において使用される圧力量は、約２０，０
００ｐｓｉ～約５０，０００ｐｓｉである、方法。
２．前記圧縮圧力が、約３５，０００ｐｓｉ～約４５，０００ｐｓｉである、１に記載の
方法。
３．前記圧縮圧力が、約４０，０００ｐｓｉである、１に記載の方法。
４．前記物品が、前記物品の表面積と比較してより大きい断面積を有し、前記物品は、前
記物品の断面領域に存在する水分およびガスを前記物品の表面領域を通して放出し得る、
１に記載の方法。
５．前記ポリイミド組成物は、少なくとも１つの充填剤または添加剤を含む、１に記載の
方法。
６．前記充填剤が、炭質充填剤であり、前記炭質充填剤は、天然グラファイト、合成グラ
ファイト、および炭素繊維からなる群より選択される、５に記載の方法。
７．前記充填剤がフルオロポリマーであり、前記フルオロポリマーは、ポリテトラフルオ
ロエチレンからなる群より選択される、６に記載の方法。
８．前記充填剤が、カオリナイト、セピオライト、およびそれらの混合物からなる群より
選択される、５に記載の方法。
９．１に記載の方法によって作製された物品。
１０．前記物品が、航空機部品である、９に記載の物品。
１１．前記物品が、内燃機関における構成部品である、１０に記載の物品。
１２．前記物品が、シール、ワッシャー、軸受、ブッシュ、ガスケット、摩耗パッド、シ
ールリング、摩耗パッドおよびスライドブロックからなる群より選択される、９に記載の
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物品。
１３．前記物品が、航空機サブシステムにおける構成部品であり、前記サブシステムは、
逆スラスト装置、ナセル、およびフラップシステムからなる群より選択される、１０に記
載の物品。
１４．航空機で使用するために製造された製品であって、前記物品はコポリマーベースの
ポリイミド組成物を含み、前記組成物は、
　ａ）芳香族テトラカルボン酸二無水物成分と、
　ｂ）ｉ）６０モル％超～約８５モル％のｐ－フェニレンジアミンおよび
　　ｉｉ）１５モル％～４０モル％未満のｍ－フェニレンジアミン
をさらに含むジアミン成分と
を含み、ａ）およびｂ）は１：１の比で存在し、前記物品は多孔性であり、透湿性、およ
び熱曝露により引き起こされる欠陥に対する耐性を有する、製品。
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